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症例は63殺男性.~議場の銭授診密でj蹄機能の低下を指摘さ;fL，、t~i!誌を
紹介受給.腕部レントゲンでお通告に異常陰影を指摘され，精子ftH内に











雛識の約 3%で，非IJ、線路!諾識によ主べ子設が~いと報汗されている. 1 
期 LCNECのS年?と存率を ksamuraらは 57.8%(n = 63)， ZacharIas 
らは 20%(nニ 17)と報告している‘ またA古川lur・aらがLCNECの
手荷症関 141倒で平均E義務筏が41mmと報告するように，比較的大き
な総務として発見されることが多い.Hanaokaらは 9x 9rnmの
LCNECを報告しているが，小さな LCNECの症例の報告は稀である.
これは艇畿の増大速度が速いことを反映していると考えられる‘われ
われの抜f91J!;i小さな段階で切i訟できた LCNECの絡な械であると考え
られる，
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